


感染性胃腸炎の週別推移（定点当たり）
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高知県感染症発生動向調査 平成 19 年 50 週現在

 

傾向１
ノロウイルスが多い

傾向２
施設における集団発生多発

傾向３
ロタウイルスが多い

注意報基準値

警報基準値警報基準値警報基準値

　例年、１１月から１２月にかけての流行初期には胃腸炎患者からノロウイルスが多く検出されはじめます。�

続いて１月初旬には、施設へ流行が拡がることによって集団発生が多発し、２月以降ではロタウイルスが多く

検出される傾向があります。

　平成１９年５０週の状況で例年と比較すると、過去最高の大流行であった昨年に次ぐ高い発生となっている

ことから、今後の施設での流行拡大が懸念されます。ノロウイルスと確定していなくても、一人目の嘔吐・下

痢を呈した方への適切な対応こそが予防への第一歩であり、重要なポイントです。

　清流たより１１月号では、施設での流行の原因になりやすいと考えられている吐物の処理方法について紹介

していますので、ぜひ読みかえしてみてください。

感染性胃腸炎の流行が始まりました
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　今シーズンは例年より早期にインフルエンザの全国的な

流行が始まりました。インフルエンザに対する正しい知識

を持ち､感染を予防しましょう。

　また、日ごろから咳エチケットに心がけてください。

咳エチケットとは？

インフルエンザを他人へ感染させないためのエチケット。

 ◇咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押

　 さえ、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れる。

 ◇呼吸器系分泌物(鼻汁・痰など)を含んだティッシュ

　 をすぐに蓋付きのゴミ箱に捨てられる環境を整える。

 ◇咳をしている人にマスクの着用を促す。

 ◇マスクの装着は、説明書をよく読んで正しく着用。

         　インフルエンザにかからないために

◇帰宅時の手洗い、うがいを励行しましょう。

◇乾燥しやすい室内では適度な湿度を保持しましょう。

◇十分な休養と栄養摂取を日ごろから心がけましょう。

◇人混みや繁華街への外出を控え、外出時にはマスクを

  着用しましょう。

         　インフルエンザにかかったら

  自分のからだを守り、他の人にうつさないために、

◇早めに医療機関を受診して治療を受けましょう。

◇安静にして、休養をとりましょう。特に、睡眠を十分

  にとることが大切です。

◇水分を十分に補給しましょう。お茶やスープなど飲み

  たいもので結構です。

　　　　　　　新型インフルエンザって何？

　現在､新型インフルエンザは出現していません。

  インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染する

ことによっておこる病気です。これまでヒトに感染しなか

ったインフルエンザウイルスがその性質を変え（変異し）、

ヒトへと感染するようになり、そしてまたヒトからヒトへ

と感染するようになるといわゆる新型インフルエンザが出

現することになります。

　平成15年11月以降、東南アジア等において、通常ヒトに

は感染することがない鳥インフルエンザに３４０人が感染

し、これまでに２０９人の死者がでています（平成１９年

1２月1８日現在）。これまでのところヒトからヒトへの感

染は確認されていませんが、ヒトからヒトへ感染するウイ

ルス（新型インフルエンザウイルス）へと変異し、世界的

な流行（パンデミック）の可能性がでてきています。
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